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相原まちづくり協議会は、11 町会 自治会から推薦された理事・監査で運営されています 

進む神奈川県の交通網整備計画 
このところ、武蔵の国と相模の国が熱くなって

きました。既に開通した圏央道の海老名―高尾を

使った外郭交通網が整備され東名高速道路から中

央道、関越道、東北道に繋がり広域の物流や観光

など産業振興の流れが変わって行きます。 

東は、多摩川、西は相模川に囲まれたこの地域

が相次ぐ交通網の建設計画で新幹線、複線、モノ

レール、そして新駅ができることになるからです。

 
第一の計画は、中央リニア新幹線です。品川を

起点に名古屋大阪間を一時間前後で走るものです。

その神奈川県の駅が相原の隣町の橋本にできるの

です。品川から 10分、そして山梨県の甲府までも

10 分近くで走るものです。 

相原から通勤することも可能となるでしょう。 

第二の計画は、JR 相模線の複線計画です。茅ヶ

崎から橋本までは、単線であり、駅のホームで待

たされておりますが複線になれば、横浜線と同じ

になり、厚木、海老名、平塚がものすごく近くに

なります。 

第三は、小田急線が横浜線の相模原駅に延伸さ

れるものです。米軍相模原補給廠の西側の緑地を

活用して建設されるものです。 

第四は、東京都多摩都市モノレールの延伸計画

です。町田市が期成同盟を立ち上げ、東京都に申

請するものです。多摩センターから野津田を通り、

町田街道沿いに走り、町田市内にターミナルがで

きるものです。町田と立川が八王子を経由しなく

ても往来でき便利になります。 

第五番目のものは、東海道新幹線の新横浜と小

田原の間に新しい駅を「南のゲート」と位置付け

造る計画です。JR 相模線と新幹線が交差している

寒川町周辺が候補地になります。湘南近郊の人達

の利便性は格段に向上することになります。神奈

川県西部地域の産業創成とそれに携わる人々の住

環境作りと商業の振興等、未来への夢は大きく広

がります。 

横浜線橋本駅に隣接する相原地域もしっかりと

街づくりをしなければとの多くのヒントが有るも

のと思われます。しかし、これらはいずれも一朝

一夕に実現されるものではありません。これらの

恩恵に浴するには 10 年、20 年先のことになるで

しょうが、そんな将来を、元気で見届けて行きた

いと思います。

小田急多摩線の延伸について 
現在、多摩ニュータウンへのアクセス路線とし

て、新百合ヶ丘駅から唐木田駅まで小田急多摩線

が整備されています。平成 12 年 1月の運輸政策審

議会（現在の交通政策審議会）答申第 18 号により

ますと、小田急多摩線の唐木田駅から JR 横浜線・

JR 相模線方面への延伸について、「今後整備につ

いて検討すべき路線（B路線）」に位置づけられて

います。それ以降、町田市と相模原市は、小田急

多摩線の延伸に向けて取り組んでいますが、平成

26 年 5 月に、町田市内 1駅、相模原駅、上溝駅の

3 駅整備を前提

とし、リニア新

幹線の開業が

予定される平

成 39 年までの

小田急多摩線

延伸の実現を

目指した取組

を進めること

の覚書を交わしました。    2 面につづく 
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リニア新幹線計画 
リニア新幹線 夢のような話がだんだん現実の

ものとなってきました。平成 39 年（2027 年）に

は東京・名古屋間が開通の予定。名古屋・大阪間

は平成 57 年（2045 年）の開通予定。ただ関西で

はこの名古屋・大阪間の開通を東京・名古屋間の

開通と同時開通させようと盛り上がっているよう

です。昨年国交省からの許可が下り、今年に入り

橋本地区ではＪＲ東海による事業概要の説明会が

開かれています。その資料には神奈川県駅ならび

にルートが地図上に書き込まれています。具体的

に土砂を運ぶダンプカーの出入り口やルート、ト

ンネル掘削の工法等も含まれています。当然環境

に与える影響評価書も添付されています。 

神奈川駅は現在の相原高校の敷地内に決定して

います。相原高校は職業訓練大学跡地に移転。同

時に協同病院もこの職業訓練大学跡地に移転して

しまうとのこと。橋本駅周辺はどんどん都市化が

進むでしょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

「多摩都市モノレール町田方面延伸」の実現に向けて 
2015 年１月、相原地域を含む町田市に居住

する市民を対象に｢多摩都市モノレール町田方

面延伸促進協議会｣（会長：石阪丈一町田市長）

による署名活動が実施されました。 

現在上北台から立川を経由して多摩センタ

ーまで運行している当モノレールを町田市内

まで延伸する計画を，事業を進める国土交通省

と東京都の『今後整備について検討すべき路

線』の中でも優先度のより高い路線としての位

置づけを得るのが

目的です。 

今後の動向が注

目されます。 

 

 

 

リニア新幹線計画路線 

橋本駅周辺 
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第 17 回まちづくり講演会 みんなで考える相原の児童福祉と障害福祉 

平成 26年 11 月 23 日堺市民センターにて開催されました。今回の講演会は、６名の講師により行われ

以下に内容を抜粋致しました。 

町田市子ども生活部 部長 小池晃様 
町田市の 0 歳から５歳までの就学前児童数は

20849 人でほぼ横ばいです。そのうち保育に欠け

る児童数は 6559 人です。保育に欠けると認められ

る児童については、市町村は申出があれば保育所

で保育しなければなりません。町田市には認可保

育園が 69 園あります。保育園の在籍者数は現在

6084 名です。現

在の待機児童数

は 203 名で昨年

より 53 名減少

しました。認可

以外の認証保育

所にも運営費の

補助や保護者補

助金を交付して

います。2014年から新事業として、マイ保育事業、

地域子育て相談センター事業がスタートしていま

す。在宅で子育てをしている家庭の支援を行うた

めの事業です。堺地区では、こうさぎ保育園がマ

イ保育園構想推進の中核的組織です。他にも病

児・病後児保育事業や医療費助成制度など様々な

支援を行っています。
 

町田市立こうさぎ保育園 施設長 加藤みつ枝様 
核家族化が進

む中で、子育て

で不安や心配事

など、いろいろ

な問題を一人で

抱えてしまいが

ちですが、こど

もは地域の宝です。地域で愛情を持って見守り育

てる環境が大切です。保育園でも小学校や他の幼

稚園などとの交流もしています。きめ細やかな保

育を提供する為に保育園にはいろいろな職種の職

員がいます。在園している、していないに、かか

わらず子育て支援の担い手でありたいと思います。

保育園では、子育ての相談にのり家庭の養育力の

向上を目指しています。

 

町田市立こどもセンターぱお  館長 石井真由美様 
こどもセンターは子育ち支援と子育て支援をし

ています。子育ち支援は、自由来館で子供たちが

楽しく過ごすことを目的としています。けがと弁

当自分持ちという考えで運営されています。 

０歳から高校生までの子供たちが、いろいろな

かたちで利用しています。こどもセンターの中に

は、相原たけのこ学童クラブも併設されています。 

運営委員の子供

たちと地域の

方々にもご協力

を頂き様々なイ

ベントや講習会

も行っています。

 

堺地区民生委員児童委員協議会 会長 杉浦 英徳様 
相原地区の

民生委員児童

委員の定員数

15 名に対し 2

名欠員してい

るのが現状で

す。しかも相原

は新任の方の

割合が 46％で男女の割合は女性 10 名 男性 3 名

となっています。民生委員児童委員は各々の担当

地域で活動しています。活動分野は大別して 5 分

野と広くその中に児童福祉、子育て支援がありま

す。しかし活動内容や役割が余り知られていない、

などの課題もあります。また社会環境の変化等で

個人情報やプライバシーの問題から心理的距離感

が増大しています。地域への帰属意識や互助意識

の低下もあります。子供の虐待防止ネットワーク

のシンボルにオレンジリボン運動があります。ス

ローガンは「ＯＳＥＫＫＩ(おせっかい)が子供を

救う」です。 
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横浜線の下を通る道路、相原宮下線は、緑区相原から中央区宮下までを東

西に結ぶ幹線道路です。都市計画道路相原大沢線などと合わせて、圏央道の

アクセス道路として、広域的な交通ネットワークの形成や地域内の連携強化

等を図るため、整備を行なっています。現在は、緑区元橋本から相原間で、

JR 横浜線との立体交差と合わせて道路整備（新設）を進めています。 

社会福祉法人つぼみの家町田市ゆめ工房 施設長 齋藤 淑様 
町田ゆめ工房は、１９９２年にできた障がい者

施設です。当時、相原のまちにはこのような場所

はありませんでした。たくさんの地域の方々に応

援をして頂きできた施設です。ハーブの栽培や木

工品をつくる小さな工房からはじまりました。世

の中に認められる商品づくりを目指し、試行錯誤

をしながら現在に至っています。「ゆめ工房」とい

う名前には「一本の木にたくさんのゆめという花

が咲きますように」との想いがこめられています。

これからもみなさまに、あたたかい気持ちを、お

すそわけできるような居場所づくりを目指します。 

現在は１０代

の方から８０代

までの方が利用

しています。多く

のボランティア

の方にも支えら

れ、数々の問題を

乗り越えながら現在があります。地域の方々にも

ご理解いただけるよう努力しています。どうぞ、

お気軽にお越しください。 

 

福祉の向上を目指したまちづくり  法政大学現代福祉学部 教授 宮城孝様 
都市部は地

方から流入し

た団塊の世代

の方々の超高

齢化と少子化

をこれから迎

えることにな

ります。高齢化

率 36％の団地があります。40％と超えると地域の

担い手がいない状況になります。高齢化率は身近

に迫っています。子育てをする人達が住みやすく

地域活動に参加して、地域の皆さんも見守り育て

る環境が、相原がいつまでも元気な街でいる為に

必要なことです。しかしマスコミなどでも取り上

げられる。保育園や小中学校の周りに暮らす方か

ら、子供の遊ぶ声やクラブ活動の声がうるさいと

苦情が寄せられます。その為に真夏に体育館を締

め切って運動をしていたりします。小中学校は災

害の時など避難所にもなります。個々にいろいろ

な事情はあると思いますが、皆さんどうお考えに

なりますか？非常に残念です。また子供の連れ去

り事件など大変深刻で不安な問題です。地域で不

審者を受け入れない取り組みも大切です。 

相原では高齢の方々がボランティアで子供たち

の登下校を見守っています。重要な取り組みです。 

最近では子供の貧困の問題が顕著になってきま

した。16.1％の家庭で年々高まっています。収入

が平均世帯の半分以下になっています。40 人学級

でも 7 人くらいが貧困状態にあることになります。

塾に通えないなど均一であるべき教育の機会が失

われないように大学生などのボランティアの要請

をしてよいのではないでしょうか。既に母子家庭

のお子さんに学生が学習支援活動をしています。

もう一つの問題として発達障害のお子さんが増え

ています。教育と福祉が一体となった取り組みが

益々重要になると思います。 

日本の障害福祉施策はまだまだ親頼みです。親

の高齢化で共倒れする前に親と離れグループホー

ム等に住むべきですが、相原には施設がありませ

ん。こういった事にも関心を持って下さい。また

精神障害、心の病も増えています。そういったこ

とも考えて相原のまちづくりを考えてゆくと良い

のではないでしょうか。 

 

相原宮下線の形が見えてきました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

童謡 「夕焼小焼」誕生から 100 周年 2019 年に向けて 
中村雨紅の夕焼小焼の碑は中相原町会の家政学院入口交差点から町田方向

に 200ｍほどの町田街道沿いにあります。歩道から観ることができるように町

田街道に向けて立っています。是非一度ご覧ください。 


